
介護支援専門員実務研修にかかる
実習受入れ事業所説明会

令和５年１０月２４日（火）13:30～15:30 滋賀県長寿社会福祉センター

滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課 介護・福祉人材確保係
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内容

１．滋賀県の介護支援専門員数

２．研修カリキュラム

３．実務研修における実習

４．研修カリキュラムの見直し(Ｒ６年度～)
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１．滋賀県の介護支援専門員数
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介護支援専門員数等 （滋賀県）

数

介護支援専門員 ７,４９９人

うち証の交付を受けている者 ３,７０２人

主任介護支援専門員 ９６６人

特定事業所加算取得事業所 １７６事業所

Ｒ４ケアマネ試験受験者 ５７６人

Ｒ４ケアマネ試験合格者 １０４人（合格率18.1%）

Ｒ４実務研修受講者
１００人or１０３人（Ｒ３年度

３名補講を含めると）

Ｒ５ケアマネ試験受験者 ７０８人

Ｒ５.１０.６現在 4



○実習の受入れ事業所は、
受講者の住所地、勤務地、移動手段により選定・調整

○実務研修の受講者数が少ない場合、
実習受入れの依頼がない事業所があります。

○受講者数が多い場合、
複数名の受入の依頼がある事業所があります。

○あらかじめご了承いただきますようお願いします。
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２．研修カリキュラム
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研修カリキュラムの見直しのポイント①

○地域包括ケアシステムの中で、医療職をはじめとする多職種と連携・協働していくことなど
がより一層求められる。
○一方で、ケアマネジメントについて様々な指摘。

○初めて実務に就く介護支援専門員が円滑に業務を行える知識・技術を身につけ、求められる
役割が適切に果たせるよう、入口の研修課程となる「実務研修」を充実させることが必要。

「実務研修」
「実務従事者基礎研修」

(実務に就いて間もないうちに受講)

実務研修として統合(実務に就く前の研修課程を充実)

○地域包括ケアシステムの中で、医療職
をはじめとする多職種と連携・協働しな
がら、利用者の尊厳を旨とした自立支援
に資するケアマネジメント

介護支援専門員 主任介護支援専門員

○地域や事業所におけるスーパーバイズ等
を通じた人材育成
○地域包括ケアシステムの構築に向けた地
域づくり

実践できる専門職として養成

「実務研修」と「実務従事者基礎研修」の統合

見直しにあたっての基本的考え方
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「実習」についても見直し

■一つの事例をしっかり取組み、
ケアプランを作成する

■複数の利用者の生活の様子を知る
ことにより、複数の事例について
ケアマネジメントプロセスを経験
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３．実務研修における実習
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実務研修における実習見直しのねらい

実務に入る前に、
できるだけ多くの要介護高齢者の
生活を知ることが必要

（一つの事例のケアプラン作成を実
践することに加えて）

複数の事例について、
ケアマネジメントプロセスを経
験する「見学」 の内容が追加

○実務研修の前期に展開されるケアマネジメントプロセスの学習をふまえて

「実践に当たっての留意点や今後の学習課題等を認識する場」として位置づけ

「ケアプラン作成までの一連のプロセスを実体験」

「多様な要介護高齢者の生活実態を知る」 
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実務研修における実習の受入先事業所

○受講者に対する指導を十分に実施
できるだけの、知識や技術やその基
本的な考えを有する

○十分な経験と指導実績のある主任
介護支援専門員が在籍し、多様な要
介護高齢者を担当している

特定事業所加算
取得事業所

実習受入れ事業所に望む要件 要件を満たす事業所

特定事業所加算の主旨

○中重度や支援困難ケースへの積極的な対応を行う
○専門性の高い人材を確保し、質の高いケアマネジメントを実施して
いる事業所を評価

○地域全体のケアマネジメントの質の向上に資することを目的

実習の受入れは、実務研修の質を高め、
ひいては地域全体のケアマネジメントの水準を底上げしていく
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（参考）平成２７年度介護報酬改定

特定事業所加算の算定要件に 「実習の受入れ」 が追加された 14



（参考）令和３年度介護報酬改定
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今後の手続の流れ

「実習生決定通知」
送付

県社協⇒事業所

12.1月（予定）

実習受入れ開始

(平日コース)１月末
(休日コース)２月中旬

「報告書兼評価書」
提出

事業所⇒県社協

実習修了日から
1週間以内

実習指導料
振込

県社協⇒事業所

令和５年３月

「実習契約書」
締結

（新規のみ）

事業所⇔県社協

１１月（予定）

「実習受入計画書」
作成・提出

事業所⇔県社協

１１.１２月（予定）

説明会

本日

参考 ○ケアマネ試験 １０月 ８日（日）
○試験合格発表 １２月 ４日（月）
○実務研修初日    １２月１９日（火）
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４．研修カリキュラムの見直し

(Ｒ６年度～)
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Ｒ６年度～
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実務研修カリキュラムの見直し

科目 手法 時間 科目 手法 時間
介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント 講義 3 介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント 講義 3
自立支援のためのケアマネジメントの基本 講義・演習 6 自立支援のためのケアマネジメントの基本 講義・演習 6
相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎 講義・演習 4 相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎 講義・演習 4
人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理 講義 2 人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理 講義 ３
利用者、多くの種類の専門職等への説明及び合意 講義・演習 2 利用者、多くの種類の専門職等への説明及び合意 講義・演習 2
ケアマネジメントのプロセス 講義 2 ケアマネジメントのプロセス 講義 2
○ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術 ○ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術
受付及び相談並びに契約 講義・演習 1 受付及び相談並びに契約 講義・演習 1
アセスメント及びニーズの把握の方法 講義・演習 6 アセスメント及びニーズの把握の方法 講義・演習 6
居宅サービス計画等の作成 講義・演習 4 居宅サービス計画等の作成 講義・演習 ３
サービス担当者会議の意義及び進め方 講義・演習 4 サービス担当者会議の意義及び進め方 講義・演習 ３
モニタリング及び評価 講義・演習 4 モニタリング及び評価 講義・演習 ３

介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマネジメント） 講義・演習 2 介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマネジメント） 講義・演習 2

地域包括ケアシステム及び社会資源 講義 3
地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの深化及び地域の
社会資源

講義 ３

ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の意義 講義 3 生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の意義 講義 3
ケアマネジメントに係る法令等の理解 講義 2 ケアマネジメントに係る法令等の理解 講義 2
実習オリエンテーション 講義 1 実習オリエンテーション 講義 1
ケアマネジメントの基礎技術に関する実習 実習 ‐ ケアマネジメントの基礎技術に関する実習 実習 ‐
実習振り返り 講義・演習 3 実習振り返り 講義・演習 3
○ケアマネジメントの展開 ○ケアマネジメントの展開
基礎理解 講義・演習 3 生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント 講義・演習 ３
脳血管疾患に関する事例 講義・演習 5 脳血管疾患のある方のケアマネジメント 講義・演習 4
認知症に関する事例 講義・演習 5 認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント 講義・演習 4
筋骨格系疾患及び廃用症候群に関する事例 講義・演習 5 大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント 講義・演習 4
内臓の機能不全（糖尿病、高血圧、脂質異常症、心疾患、呼
吸器疾患、腎臓病、肝臓病等）に関する事例

講義・演習 5 心疾患のある方のケアマネジメント【新設】 講義・演習 ４

看取りに関する事例 講義・演習 5 誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント【新設】 講義・演習 ３

高齢者に多い疾患等（糖尿病、高血圧、脂質異常症、呼吸器疾患、
腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群等）の留意点の理解

講義 ２

看取りに関する事例 講義・演習 ４
地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要な事例のケアマ
ネジメント【新設】

講義・演習 ３

アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習 講義・演習 5 アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習 講義・演習 ４
研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り 講義・演習 2 研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り 講義・演習 2

計 87 計 87

現行
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実務研修カリキュラム見直しのポイント

20

• 認知症や終末期などで意思決定支援を必要とする利用者が増えること等を踏まえ、高齢者の意思決定支援に関する内容や、看取

りのケースについて支援を行う際における介護支援専門員の役割や適切な姿勢についての内容、身寄りのない高齢者等への対応

に関する内容を追加するため、「人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理」の時間数を１時間増

権利擁護・意思決定支援の視点の強化

• 地域共生社会についての理解を深めるため、現行の「地域包括ケアシステム及び社会資源」の名称を「地域共生社会の実現に向

けた地域包括ケアシステムの深化及び地域の社会資源」という名称に変更するとともに、「ケアマネジメントの展開」の中に

「地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要な事例のケアマネジメント」を新設

• 現行の内容に加え、難病、生活困窮、仕事と介護の両立支援、ヤングケアラー、重層的支援体制整備事業等、他の関連施策の知

識習得や、それらを活用した事例演習を実施

地域共生社会の実現に向けた科目内容の充実

• 根拠ある支援の組立の基盤となる視点を学ぶ観点から、「ケアマネジメントの展開」の一部科目を適切なケアマネジメント手法

の基本ケア（「生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント」）及び疾患別ケア（「脳血管疾患のある方のケアマ

ネジメント」、「認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント」、「大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント」、

「心疾患のある方のケアマネジメント」、「誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント」）を学ぶ科目（講義・演習）とする

• 基本ケアや疾患別ケアで学習できない疾患等については、「高齢者に多い疾患等（糖尿病、高血圧、脂質異常症、呼吸器疾患、

腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群等）の留意点の理解」（講義）において知識を習得

適切なケアマネジメント手法に関する内容の追加等

Ｒ６年度～
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実務研修カリキュラム見直しのポイント
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• 現行の「ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の意義」について、本科目は、医療との連携や多職種協働によ

りシームレスなケアの実現を学習することが目的であること、あくまで日常在宅生活を支えるための医介連携があるべきとの観

点から、科目名を「生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の意義」に変更

• 「看取りに関する事例」については、「人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理」や「心疾患のある方のケアマネ

ジメント」に看取りに関する内容が含まれているため、現行より１時間短縮

• 「ケアマネジメントの展開」の科目を充実したことに伴い、 「居宅サービス計画等の作成」、「サービス担当者会議の意義及

び進め方」、「モニタリング及び評価」及び「アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習」については、それぞれ１

時間ずつ短縮

その他

Ｒ６年度～
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ご清聴ありがとうございました。
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